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目本産テントウムシダマシ科概説 (4)

佐 々治 覧 之

Genus Ancylopus COSTA, 1854 ヨツポシテ ン

トウダマシ

南ヨーロッパ,  アフリカ,  ニューギニア, 南アジ

アから日本に;iiって分布し, 変異に富むため多くの
名がっけられたが, A melanocephalus (0LIVIER
l808)  l 御こまとめられた。  ところが最近になって
STRoHEcKER と DAJoz が独立に新らたな見解を発
表した。 概要を示すと次のとお り
である。

DAJoz  (1973) はインド・ 日本
からυi lhen', ポルネオから e-

giectus なる新極を記,酸。 STRo-
HECKER ( l972) はョー ロツパ,  ア
ジアの材料を再検1、l し,  5 6  亜
極に分けた。 それに従うと日本の
はPictus asiaticus STROHECKER,
l972に所属することになる。  ここ
で間題となるのは発行日付であ
る。 DAJozの方は Bul l.  M us
natn. Hist nat., Paris, 3eser.,
n o 85 に登,ll定され, “Sept.-0ct.
1972” と目付されているが, 実は
末尾に “Acheve d' imprimer le
30 mai l973''  と明記されている
のであるo一方, STROHECKERの
論文はPacific Insects, Vol. 14,

,ljt被がある 一 - - pictus asiat icus STROHECKER
2 ( l ) 上超は.fn色で,  それぞれに2 個の大形赤色
被があり,  これはしばしl;f細い淡色条で連らなるこ
とがある一 - - - - - - - - Phungi Phungi PIC
30. Anc:ylopus pictus asiaticus STROHECKER
1972.  ョ ツポシテン トウダマシ (第14図)
r1本のものだけを見るかぎり, E紋は割合安定して

n O 4 に出てお り, ' 'ZU. L'eCemDe「 第14図 cglopus pjc加s asia tl'cus / い ' , ' K u n - K ' ' ノ t -

l972” の日付が見られる。表面に sTF. o:i EcKER ョ ツポシテン ト ,フ れば, 斑紋のほか, 次の点で前f重
示された日付から筆者は(佐々 治, ,シ , 3 . と異なる。 上翅は同属他種よりも
lg78) υi11ien が有効と思ったが, 上記のように印 短い ; 雄の中脛節は中央に歯実起があり , 後 節は
刷面だけを信頼する限り,  STRoHEcKERの方に先 先端に向って太くなるが鋸状にならない, 雄交尾器
取権が認められることになる。両者とも雄の中 節 の側突起が細長い。体長4~5mm。模式産地はトン
と交尾器の形状を上翅斑紋と組合せて区別していj。 キンで, 中国, チベット, 日本に分布し, 日本の標

案 '

含
は

ノ 識こ; 'も 本は富士国立公国河口湖産となっている。 思い当た

_応信頼し ここに含ておこ;。 る標本をお持ちの方があれば拝見させて欲しし、。 _
日本産種への検索表 Genus Mycet ina MULSANT,  1846 ムナヒロア

1 (2)上翅は赤褐色地に基部, 会合部 (翅端部を除 ントウダマシ属

く) が狭く黒色で, さらに側方と翅端前に長円形の 検索表にあげた特徴のほか, 名のように前背板が
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いる。雄の前 _節は内側中央に顕
'な歯実起があり, 中1S_節は中央
より少し先の方に頭 な出実起が
あり, その基方に徴歯列がある、
後 節は基方に小歯が並ぶ。 雌の
前l f板は側滿の延長が中央で逆T
字形のf降を形成する。体長 4・5~
5. 0mm。 本州, 四国, 九州,  対
馬, 南西語島, 台湾, 中国に分布
し, 模式産地は中国の福建省。極
pictus (WIF.DE-MANN, l823) は6
種に分けられ,  インドからスン
ダ列島, ポルネオ, セレベス, ニ
ューギーア, 中国,  ロ本等に分布
する。

31. A ncylopus  phung i
phungi PIC, 1926. ぺニヨツ

ポシテ ン トウダマシ (新称)
この種に該当する標本を見てい
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広いものが多く , いずれも背面は強い光沢がある。
日本産の ruf jpennis を模式種l として Phaeomychus
GORHAM, 1887 が区別され,   これは,  前背板があ
まり広くなく , 前脛節が雌離で異なるなどの点で狭
義の Mycetina と異なるが,  あえて分ける必要は
なさそうである。 世界から58種が知られ, そのうち
の大多数である45 がアジア産, あとョー ロツ・、に
2 極, アフリカに8 極, 北米に3 で,  特に東南ア
ジアに分布の中心がある。 日本に4 極産する,

日本産種への検索表
1 (4 ) 上翅は一様に赤 ~暗 で斑紋を持たない
時に しく暗化することがあるが, その場合でも
'ti_inにはならない。 部- に不明瞭な斑絞を形成する
ことがあるが, その場合は前トr板側緑が強く孤状
に拡がる。

2 (3 、  前背板の幅は長さの2 構-に速せず, 上 の

;i i部よりも明らかに狭く , 基部で最も広く , その
側緑は基半において, ほほ'平行。体長3-0~5・0mm

ruf iPennis MoTscHULSK、
3 ( 2 ) 前背板の幅は長さの2 倍以上で, 上超の最
大中l,l-よりもわずかに狭く, 側縁は強く孤状で中央
部で最も広い。体長 3・5~4・0mm - - - - -

4 ( 1 )  上翅は'n、色地に赤掲又は鐵色紋があるか,
赤 色に黒色紋がある。もし無紋の場合は, その
地色は真黒であるか, 又は前背板は上11基i后部より
もわずかに狭く側系表は基準においてほぼ平行。

5 ( 6 ) 上翅は111色地に2 対の黄色帯紋があるのを
基本とするが, 後方の絞はしばしば消失する。 稀
に前方の絞も消失し無紋となることがある。 いず
れの場合も前方の紋は属部に達しない。 大形で
4_ 0 ~ 5. 0m m amaOihs GORHAM

6 (5 )  上超は赤 色地に黒紋があり, 小糖板開囲
と後平一 大部分が黒い。 通常画者は会合部に沿って
結合し, イカリ状紋となる。変異が著しく , 黒化
が進んだ個体では后部が淡色に残されて大部分が
n くなる。 また, 淡色化した個体では赤褐色地に
不明瞭な?高・色紋を示すだけとなり 1atico11isに似
てくるが, 前背板の側緑はほぼ平行なことで区別
される。 小形で 2.4~3.4mm

33. Mycet ina lat icouis GORHAM, l887
ムナビロテントウダマシ (第15-B図)
前背板が幅広く , 長さの2 借以上あり, 側縁が孤
状で前後に狭まることで, 本邦産の他極と容易に区
別できる。 上 は一般に一様に赤 色であるが, 中
には後方2fが暗色となる個体もある。 本州, 四国,
1し州, 対馬に分布する。
34. Mycet ina ancor iger GoRHAM, 1873
イカリモンテントウダマシ (第15- C図)
種名および和名が示すように上 にイカり形の果
紋がある美しい柾dで るが , その色彩は変異に富み
代表的なものを図,1、しておいた。 要i、色部の発達して
いないものでは, fat icoihs や r“flpemis とまぎ
らわしく なるが, 前背板の形に注目すれば見誤るこ
とはない。本州, 四国, 九州に分布し, i性肥やll- く
なった高屋根に多く見られる。
35. Myce tina ru f ipe m is (MOTSCHULSKY,

l860) ベーバ f・テントウダマシ (第15-H図)
GORHAM (1887)はこの種を模式種として Phaeo-

mychus属を作ったが,   その際に Endom:ychusと
比較して発置一器をもっことを区別点の一つとしてあ

f ,  Mycetina との差については同も言及しておら
ず, STRoHEcKER (1951, 53) はMycetinaに含め
ることを主張している。中条 (1938,39) は Phaeo-
mychus を独立属として認め, 中根 (1963) もそれ
に従っているが, 中根は後に ( l977) Mycetinaに
修正している。 一方, 上翅が暗色で点刻の強い個体
群 (高野山産) がifE種 koyana NAKANE, 1958 とし
て区別されており,  このようなものは福井県大野市
下打渡でも採集されている。  後者の産地から数km
しか離れていない小池地区 のものは通常の明るい型
であり, 亜種とすることは間題があり, もし, 差異
が明確になれば, むしろ独立種とした方がよいかも
しれない。北海道, 本州, 四国, 九州に広く分布す
るが,  koyana型の分布がどのようになっているか
詳しい報告がない。
Genus Eumorphus WEBER,  1801  オオテント
ウダマシ属
大'i買、の内緑に歯を持たないことでまとめられる一
群で, 体は大きく ,  ごく一部の例外を除き , 上超に
2 対の1ti色紋を持つ。典型的なインド・ マレ一分布
要素で日本の対馬まで分布を延ばしている。 1953年
の時点で53 種が記般されていたが, STROHECKER
(1968) はほとんどすべての既知種のタイプ標本を
調べた上で7 新種10新 fE種を加え, 53観20 IIE種に推
理した。 日本からは次の1 種だけを産する。
36. Eumo;rphus quad r igu ttatus pulchr ipes

GERSTAECKER, 185Sタイワンオオテントウダマ
シ (原色民虫大図鑑, 107-10)
体長10~12mm で本邦産種中最大。 前1'i板はfn色,
上超は紫ｺ, t色光沢をもつ黒色で,  4  黄点が り , 
節先 t:一は深紅色の美麗種。 日本では対馬だけに産す
るが, 倒木, 朽木上に普通に見かける。分布はセイ
ロン, イ ンド東北部, 中国南部, 台湾, 対馬。原名亜種

1at icot lis GORHAM

第52 号 (1980年 l2月)

ancoriger GORHAM
32. Mycet i m amabitis GORHAM, 1873
キポシテントウダマシ (第15- A図)
光沢の強い真黒な上翅に, 基部近くと後方に波形
f t紋があるが, 原記校時にすでに示されたように
後方紋は消失することがある。 中根 (1958) はその
ような型に f. bumeroPlcta と命名し, さらに全く
無紋のものを f takahash i i と名付けた。 中根が
指摘したように, 九州産のものでは黄紋が縮小する
向が一般に見られ, 中根は本州産のものと雄交尾
器を比較して差異があることを報告している。 また
本州産の個体は前;1'i板がより広い傾向があり, 区別
できるかもしれないが, 今後の課題としたい。 模式
産地は長崎で, 北海道, 本州, 四国, 九州に分布する。
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む
5 (4 )  前胸腹板突起は長さよ りも明らかに幅狭く ,
先端はやや丸くなる (第16-A図)。本州産のもの
では上翅は藍一紫色光沢をもち, 九州産のもので
は青紫光沢を欠く一 - - - - gorhamt LEWIS

6 (1 )  小頭ひげ末端節は横長で, 先方に向って強

C OL EOM' E RI STS'  N E、、、

l
No 52 ( I)co. 1980)

第15図 A : Mycet ina a'nabi lis GoRHA、! キポ・ンテ ン ト ウ '' t マ シ ; B : M . lat ico11js GoRHA、l ムナビロテ
ントウダマシ ; C~G: M.  ancorlger. GoRllAMイカリモンテントウタマシ (D~Gは上超色彩変異) ;
H : M rut'Pemis MoTscHt'LsK、- 、= ・、 ネテ ン ト ,', 一、ーン (いずれも同拡大率)

quadriguttatus (ILLIGER, 1800) はインドシナ半島,
インド, スンダ列島, ポルネオ, 南バラワンに生息
し , 亜重Conυe;mcouis GERsTAEcKER, 1857 がフ
ィリ ッピン,  北バラワンに,  ll更種 andamanettsis
GORHAM, 1857 がアンダマン‘語島に分布する。雌は
翅端が丸く , 雄では尖る。九州, 南西語島には全く
発見されず, 対馬に分布が飛ぶのは大変興味深いこ
とである。

Subfamily ENDOMYCHI,、-AE
テン トウダマシ亜科

背面に被毛を持たない, 前l f板前緑に発音膜がな
い, 小額内葉は外薬と密着し柔毛が少ない, 下 中
舌は長方形で側方に拡がらない, 前基節は広く隔て
られるなどの点でまとめられ,  この群では性徴をも
たないのも特徴である。 STROHEcKER (1953)  は
Endomychus, Bolbomorphus, Metl ichius, Cyc1o-
toma, Eucteanus の5 属をここに含めたが, その
うち最初の2 属が日本におり, 台湾まで行くと全属
が産する。

日本産属の検索表
1 (2 )  前胸腹板突起は中胸腹板突起よりも幅せま
く, 縦長。前背板横litは明瞭。上過は中位に膨ら

Genus Endomychus PANZER,  l795 テン トウ

ダマシ属
科の模式属で, ヨ ー ロ ツ ,、産の E. c o ce t n e a

(Linnaeus, 1758) を模式極とし, ヨーロッパ, アジ
ア, 北米から合計26種が記校されており, そのうち
21 極がアジア産である。

GORHAM (1874) は gohramt を模式観として新
属Cyanauges を作り,  これはホモニムであるため
Caenomychus LEWIS, 1893 と改められた。小 i、ひ
げの形状で分けたものであるが各 Sl  の中間段階のも
のがあって現在では分けることはしない。

日本産種への検索表
1 (6 )  小額ひげーI、端節は縦長で,  先端は斜に切断
され, その切断辺は外辺よ り短い (第16- D図)。

2 (3 )  上翅はfn色で確?まi色の大紋が111から 端前
に向って走る一 - - - - - Plagiatus GORHAM

3 (2 )  上超は黒色又は青色光沢のある黒色で,V部文
を欠く。

4 (5 )  前胸ail板突起はほぼ正方形で, その先端は
平らに切断される (第16- B図)。 背面は全体. 、色

加 rano i SAsAJI

Endomychus
2(1 )  前胸腹板突起は極めて幅広く , 中胸腹板突
起と同幅で, 長さよりも広い。前11板横?l?を欠く。
上翅中央部は高く膨らむ一 - - Bolbomorphus

- 3 -
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く拡張し, 木端辺は側辺よ りも長い (第16- E図)
7 ( 8 )  上翅は肩部と後方に2 対の淡色紋をもち,
前方の紋は大きく肩部をぉぉう。小輔板は後端が
角ばり三角形で, 幅よりも長いか同長一ーー一

quadra GORHAM
8 (7 )  上 は黒褐~ n;色で, 無紋か,  1 対又は2
対の淡色紋がある。 2 対の紋がある場合, その前
方の紋は小さく后部に達しない。 小橋板は幅が長
さよりも広いか, 同1tliで, 後端は丸く半円形

m g fo iCelrS GORHAM
37. Endomychus gorhami (LEWIS, l874)
ルリテントウダマシ (原色民虫大図鑑, 107-23)
月;産テン トウダマシ類中最も普一通で, 上翅はd紫
色の光沢をもつ (原名亜種)。 九州産ではこの光沢
がなく, 点刻がこまかく不規則になり, 亜種 kyushu・
ensis SAsAJl,  1978 として区別される。原名lf_.種
は北海道, 本州, 四国に分布する。対馬からの記録
があるが, 標本を見ていないのでどちらの亜1fiに所
するか判らない, Cae omyc加s υiofacezpem ts

MADER,  1941  (補根産) は原名IE極のシノームで
ある。
3S. Endomychus hiranoi  SASAJI, 1978
ヒ ラ ノ クロテ ン トウダマシ (新称)
前,f重に似るが1'f面は全く.!1、l色。検索表のように前
的1111板の形が異なり, 前背板は大きく両側は平行に
近く , その点刻は細かいが明確に印される。既知産
地は補根と軽并沢。 体長4.2~4.7mm, 種名は平野
幸彦氏に率献されたものである。
39. Endomychus plagia tus (GORHAM,1887)
キスジテントゥダマシ (第17- A,B図, 原色 虫

第52 号 ( l980年l2月)

大図鑑, 107-20)
上翅の肩部から超端近くにかけて顕?'なt i lfi色の
和〔があるが, 稀に途中でとぎれる個体もある。中 -
南九州各地と四国劍山から記録されている。 体長
3.8~5.0mm_ 次種の中に本極とそっく りの色彩を
rすものが知られるようになったので, 注意を要す
る。 次 とは小 ひけ' 木端節の形のほか,  上翅の点
刻が組大であることで識別できる, なお, 神谷(1959)
が福岡県彦山から記録した個体は次 l の誤りである
10. E ndomychus nigro piceus (GORHAM,

l887) ウスグロテントウダマシ (第l7-D- F図,
原色 it虫大図鑑, 107-21)
原記,較に,J・ された個体は無紋のものであるため,
ルリテントウダマシによく似ているが, ルリ色の光
沢を欠き太短いものとして区別された。 しかし, 担
端前に赤紋を有するもの, 超端前と后部後方に4 紋
を有するもの, 前種と同様に 色大条帶をもつもの
などがいずれも本稱の色彩変異として存在する。
最初, 独立極として記破された ohbayashii NA-

KANE,1951, その亜種として記 された shi raha tai
NAKANE, 1951 はそれぞれ超端2 紋型と黄条型に相
当する。 中根氏はそれらを1958年に formに格下け
したが, 1963年 (大図鑑) ではそれそれ岐」事県と東
1ヒ地方の地方,l f種に再び.昇格させている。 しかし,
手許の標本をみると黄条型が福岡県彦山, 高知県手
施、L1,  4 紋型が福并県 , 通端2 紋型が:1111、--県嵐,
后部2 紋型が蛎木県中禅寺, 無紋型が木 '、f' 御岳, 納
根, 島取県大山, 栃木県中禅、'fと各地に分散して産
するので 種として取扱うのは望ましくない。 また
速続する1tfl 向があるので造ffi一的多型 morph とする

D E

第16図 A, F- J:  Endomychus gorhami LEWIS ルリテントウタマシ(I, J は
九州亜種) ; B - B - D, K : E hi ranoi SAsAJ1  ヒ ラノ クロテントウダマ
シ ; E : 1. mgM0-Piceus GORHAMウスグロテントウタマシo  A, B, 前
・ 中胸 板中央部: C, 触角先端節 : D,E,. 小頭ひげ: F - K. 前背板。
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第17図 A ~B; Endomychus j)1aglatus GoRHA、l キス・/ テン ト、' タ マ シ;
C : E, quadra GoRHA、l ハパビロ手ン1- ウタマシ ; I)~F : E. 'u9ro
ptceus GORl!AM フ スグロテン 1・ ' ; ' ' - ' シ, 右1;超色 を,J、すo

ことすら疑問がある. 体形や触角の形状にも若干変
異があり, もっと多くの標本を集めて:請査すれば面
白い結果が出るかもしれない, 体長3.8~4.7mm
本州, 四国, 九州に分布。
41. Endomychus quadra (GORHAM, 1887)
ハバビロテントウタ'マシ(原色 虫大図鑑, 107-22)

(第17-C図)
上翅に大形の淡色紋を2 対もち, 前種の4 紋形と
似るが, 肩部の紋はずっと大きい。 原記校によれば,
触角第3 節が第4 ・ 5 節の和に等長というが, 手持
ちの標本ではそれよりもかなり短い。  前種 ntgro-
piceus と比較すると極めてよく 似ており,  差異を
見出すことがむずかしいが, 小樋板の形や上11空i と前
背板の点刻がやや異なり, 上翅は後半で半円形に太
まる。 上 の肩部は前背板基部よりもほとんど広く
ないが, これも原記載に付された図と異なるので,
問題が残る。 中根猛彦博士の御好意で御在所山産

(20. vi.1943, 大沢省三採集) の2 頭を検すること

0ムネァカウスバコメツキの分布
ムネァカウスバコ メ ツキ Atho-

us (Athous) ruf tihorM MIwA,
1930は Taihorin (7. vi. 1911,
H.SAuTER採集) とHorisha(1926,
三輪男四郎採集) で採集された標
本 (共に個体数不明) に基づいて
三輸博士によって記載された種類
である。 しかし, その後の採集例
がなく , 三輪 (1934) が原記載の

が出来た。 なお, 以前に御譲渡にあずかった三重県
1場の山産 (20. vi. 1943,  穂積俊文採集) の1 頭は
前種の個体変異と思っていたが, 本 と思われる。
Genus Bolbomorphus GORHAM, l887 セダカ
テントウダマシ属
次に,」-す日本のm重を monotype として作られた

l・4で, その後8 種が追加されているが, いずれも中
「fit ・ 台湾・ 日本に限られている。 Eucteanus なら
びに Moth'c加'lrs 両属と近緑で, それらとの関係は
後の課題である。 日本からは l 種だけが知られる

42. Bolbontorphus gbbosus GORHAM,  1887
セダカテントウダマシ (原色昆虫大図鑑, 107-19)
体長7.0~9.0mmで,  日本産テントウダマシ類中
タイワンオオテントウダマシに次いで大きく , 上
は中央部が しく膨れ, 黒掲色に層部と中央後に対
の淡黄色紋のある顕 ・  な f重で る B  分布は本州紀
F- 島山地だけに限られている。 (福;ll大学)

データを引用して全形図を原色で紹介しているだけ
である。 筆者は幸いにも台湾の中部で採集された本
極の下記標本を見出したので記録しておく。

1 頭, 南投県南山 , 23.v. l976, 久保田正秀採
集 ; 1頭, 同, 9. v. 1977, 筆者採集 ; 2頭, 南投
県處山温泉付近, 29. vii i978, 柴田 利採集 ; 2
頭, 同, 30. vii i979, 田 利採集。
末筆ながら, 日'頃から快く資科を提供して下さる
業田泰利, 久保田正秀両氏にt果く感謝する。

(東京農大, 鈴木
'l l )
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中虫ニュース

0 トカラツヤヒラタゴミムシ沖 本島からの記録
トカラッヤヒラタゴミムシSynuchus tokaranum

LINDRoTHはトカラ列島の室島および中之島を模式
産地として記破され, 後に 美大島 (HABU, 1978、1
からも記録された, 筆者の1 人境野は 繩本島北部
で採集したので報告する。

1頭, 国頭村辺土名, 3. x i i 978-
なお, 本種はブラックライトに来たものである,

(東京農大, 松本俊信・ 境野広行)
0花に来たハイイロハナカミキリ
最近,  神田英治氏* はハイイロハナカミキリ属

Rhagium 数種の消食管の中から花紛や胞子, ?對液
などを検出した興味ある報告をされた。 私は1966年
7 月31 日, 奥日光の金精峠から宙鼬ｳに下る途中,  林
床のナルコユリ属と思われる植物の を食害中の、
イイ ロハナカ ミキリ Rhagmm japomcum BATES
を観察したので報告する。当時大変奇異に思い, ま
た, この属の分類上の位置から興味深く1,11ったが,
実際に花に集まる記録がないことを知らなかったの
でその にしておいた。 当時の野帳をさがしたが見
当らないので, 標本と記t意に頼るしかないが, 体を
花被に実つこんでいて, 引つばり出すと が何本も
傷をうけていた。 この植物には別に数頭のカラカ
ネ 、ナカ ミキリも来ていた. 時刻については, あまり
はっきりした記t意がないが, 下山途中のことで, あ
まりIllくなく, 多分午後ではなかったかと思われる,

* 神田英治 : ハイイロハナカミキリ属成虫の後 -

内容について, New Entomologist, 29 ( 3) , pp.
1~ 6, 1980・ (東京都多摩市, 三宅義一)
0タナカツヤハネゴミムシの記録
最近, 静岡県磐田市へコ力 ネムシ科の ti間採集に
行かれた石l 日正明氏から, 同時に採集された若T- の
ゴミムシ類を頂いたが, 中に l 頭のタナカツヤハネ
ゴ ミ ム シ Amsodactyh‘s andreωesz (ScHAUBERG-
ER) があった。 東南アジアから知られていた本種が,
我国では茨域県取手の利根川河川1改から多数が記録
(TANAKA, 1958) されて以来, 関東平野の利根川中
流域に最も採集例が多いようで, 他に近幾, 中国,
九州から f「l かな記録が知られているだけなので, 東
海地方の新産地として報告しておく。

1 , 静岡県 田市較島, 2. vi. 1980.   石田正
明採集。
標本を意与くださった石田正明氏に厚くお礼中し
上げる。 (千葉県船橋市, 笠原須磨生)
0北海道日高におけるシロウズべ=コメツキの記録
シロウズベニコ メツキ Dentico11is shi rozut は,

大雪山で採集された1 雄に基づいて大平仁夫博士に
よって1963年に記破された種類であるが, 少ない極
らしく , その後の記録はあまりないようである。 最
近筆者は, 国立科学博物館所蔵のコメツキムシの中
から従来記録のなかった日高産の本種を見出すこと
ができたので, ここに報告しておきたい。

3 0 (、, 北海道日高山脈幌尻ffi , 27. vi l.  1971.
青木海一採集。

第52 号 ( l980年12月)
本種lは体長が 9mm 前後と小型で, 触角は雌雄共
にa要歯状 (雄でもくしひげ状にならない) 担 は全
体が暗 色を' 'するので, 日本の他の Dentico11is属
の種類とは容易に区 別することが出来る。
末筆ながら, 国立科学t事物館所蔵の標本を検する
機会を与えて下さった黒沢良彦博士にお礼中し上け
る。 (東京農一大, 鈴木 亙)
0ジュウジヒメ ミツギリソゥムシの記録
ジュウジヒメミッキ' リソ'ウムシ MlohsPa c c i-

ata SENNA,  1898 は 本 (1979, 甲虫ニュース ,

(47), p2) によると,  H本では屋ク、島とトカラ話島
の中.乙島が産地として挙げられており, その後, 田
尾 (1980, 月刊むし, (112),  p 36) が石i日島から
報告している。
筆者はトカラ語島l l 之島産の本f重を1 頭所有して
いるので報告する。

1 頭,  トカラ話島口 島, 26. vi ii . 1976, 伊藤主
計採集。 (和歌山県有川部湯浅町, 的場 積)
0ススキの歩行虫二種
八電山語島でススキを叩いて得た,t1行虫二種を報
告しておく。 いづれも分布は当然 f;想されていたが
記録の少いものである。

1. Chlaemus chuji JEDLIcKA チュウジ ョウア

オ ゴ ミ ム シ

与那国島字良部岳, l 3 , 2 ',、 (・' , 11 ~ 13. i v.

l980, ; 石垣島於131登.  1 3 , 26. iv. 1980.
台北原産で, 我国では屋久島から記録(佐藤, 1972)
されたこの優美なァオコ ミムンが草木上に見られ,

1111き網で得られるらしいことは既に黒沢 (1975) が
報じている。 ススキとは思いもよらなかったが, そ
れにも端してネットに落ちてからの駿足を極めた通
走ぶりは, 炎天下の単調なビー ティングに飽き始め
た採集者を驚かすに充分であった。

2. aeragom'a s a ten' DuPuIs チャイ ロヒラ

ナ カーゴ ミ ム シ

与那国島宇良部岳, l 9, 13, iv. 1980.
台湾の“Kankau”原産,  最近, 西表島から記録

(HABU, 1973) された。  Hie:1cagoma 属は灯火に来
る他, ススキ, アジ, 砂糖黎等にいることが知られ
ており, その偏平な婆態はいかにもススキの葉 等
に潜むにふさわしい。
なお, 上記2 と時を同じくして, ススキ集上に
歩行虫の幼虫をかなり見ており,  2 頭を採集した。
体長11粍前後。頭部, 中後胸は赤i 色。前胸, 腹部,
脚がfn色の色彩頭者なもので, 幾つかの特徴からァ
ココ' ミムシ類の2 , 3 令幼虫と思われ, 石i ii島於茂登
ではススキ葉上に附着しているゼリー状卵塊様のも
のをf'i食中の1 頭を日準している。アオゴミムシ類
幼虫には葉上にのぼり捕食するものがあるので, こ
れがチュウジョウアオゴミムシの幼虫かどうかは勿
論わからないが, 両者はしばしば同じ所で見かける
ものなので参考までに附記しておく。

(千葉県船橋市, 董原須磨生)
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C 0LEOPTERISTS' N E WS

樺太 の ヒ ケ' ナ 力 ゾ ,ク ム シ

妹 尾 俊 男

樺太に分布する ヒケ' ナ力' ゾウムシ科 (Anthr i-
bidae) に関しては, :E質 ( l933) によって小沼から
採集された Platystomus albinus LINNt シリジロ
ヒケ'ナ力' ソ' ウムシが記録され, その際他に 名の確
定していない属極も付記されたのが1商矢と患われる
筆者は, 国立科学博物館の黒沢良彦博士の御好意に
より, 同館所蔵のヒケ'ナ力' ゾウムシ類を検する機会
に恵まれ, それらを整理した結果,  3 属4 種の樺太
産のヒケ'ナ力' ゾウムシを見出すことが出来た。 なお
これらの標本の全ては故河野広通 上の 集品であ
る。
報告に先立ち, ft重な際本を検,、tする機会を 'J え
て下さると にf重々 の御数,1、 を ll?わった黒沢良彦博
士, ならびに常「1頃から御指導をl場わっている東JJ
大の渡辺泰明助数授, 標本与 真の撮影をt?識して
下さった鈴木 氏に対して深認する。
1) Piatystomus albinus (LINNE, 1758) シリシ'
ロ ヒケ'ナガゾウムシ

1頭, 小沼, 27. vi i i933, 河野広道採集。
platystomus 属は SCHNEIDER によって創設され
た属で, type-species は LINNE ( l758) が記載し
たCurculio albinus (本極) である。 本極はヨー
ロッパ, 西シベリアに比較的普一通に分布する種であ
るが, 前胸f f板前緑のl'I色のT字形紋や翅 中央直
前に存在する白色 ' 細紋に種内変異が認められ, 数
個体群の変 が記録されている。 カシ, ブナ, -i ナ
ギ, カノ , ハンノキ等で採集された報告があるが,
本邦には分布していない。
分布 ' ョー ロッー、, 西シベリア, 樺太。

2) Gonot ropis insignis MoRIMoTo,  1980
1 頭, 知取 (Makarov), 17. vii i932, 吉倉 真

採集。
Gonot ropis属は, LECoNTE (1876) がG.gibbo-

susを基にして, モノタイプで創設した属である。
しかしながら , アメリカの VALENTINE (1960) は,

No. 52 (Dec. 1980)

北部メキシコ産のヒケ' ナガゾウムシ科をまとめる際
;こ本属の設置を認めず,  Tr()Pideres属のシノニム
として取り扱った。 また1979年 ODAは, 1) appen-
da9esが非常に短い, 2)複限は小さく互いに離れ,
1] 吻はくびれる, 3)前胸背隆線は中央で強く角ばる
等の形質を重視し,  GonotroPis 属を復活させた。
本種は入江平吉氏が北海道の二ベソッ山で採集され
た個体に基づいて MoRIMoTo (1980) によって記
成された種であり, 副模式標本の中には江崎t 謗O博
l :によって 0chiho (律太) から採集された l 個体
も含まれている。
分布 : 口本 (北海道) ; 樺太。

3) GonotroPis crassicornts (SHARP, 1891) シロ
モ ンヒケ'ナガゾウムシ

1 頭, Hero, 10. viii. 1937,」i ft光一採集; 1 頭
Manui, 1. vi ii. 1g42, Y. Nishij ima 採集。
本種は SHARP (1891) によって,  北海道から採

11-:された個体に基づいて Tropideres crassicornls
として記 ﾊ、された種で るが,   ODA(1979 ) によ
Go'1ot roPis へ移された。 、?進太からは来記録と患
われる。

分布 : 口本 (北海道, 本州) ; ､太
-l) DiSSoleuns nodu1osus (SHARP, l891) ヒ メ ヒ

ケ'ナカ- ソ' ウム シ

1頭, 多蘭泊, 27- vi i i924, 渡辺千尚採集。
本種も Tropideres属の一員としてSHARP(1891)
によって記破された種であるが, WoLFRuM (1953)
が, Junk の Coleopterorum CatalogusのSupple-
menta を細集する際に 1)issoleucas 属に合めた。
Il l外ではゥラジオストックからの記録があるが, t''
、からは 記録と患われる。 本種は築樹の害虫とし
て吉くから知られており, また準樹や愉の害虫とし
ての報告もある。
分布: 日本 (北海道,  本州,  九州) ; ウラジオスト
ッ ク , 太 ,

1 2
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甲虫一ユース

0宮城県の甲虫数種の記録
宮城県内で筆者が採集した「ll虫類のうち, 宮城11'-
末記録種または記録されていても珍らしいと思わl l
る極類を数種選び以下に記録する。
1. ムツコブスジコガネ T rox mutsuensis NoMu-
R A

1頭, 宮域郡宮城町苦地, 9. vi l.  1978 ; 1 頭,
同, 2. vi ii . 1979.
2. コ ブナシコ プスジコ力'ネ 「ro r '1o1u ra i NAK-

A N E

1頭, 宮城部宮城町苦地, 9. vi l. 1978.
3・ マ メ ダルマコガネ P,anetus Paruutus WATER-

HOUSE・  1 頭,  宮城部宮城町奥新川, 25. vi.1976.
4・ コ ヒケ'シマビロウ ドコガネ Gasf rosen'ea 0,-e-

t'i co rms LEWIS
1 , 宮城郡宮域町苦地, 22. vii i977 : 1 ,

加美郡小野田町柳 , 4. v ii i. 1978.
いずれも燈火に飛来したものである。

5. ヒケ'プ トハナム グリ A m 加co m a ecf i M ta
LEWIS
2 , 刈田部蔵王町速刈田, l l . vi. 1967 ; 7 ,

同, 7. v . 1977 ; 18 , 同, 8. vi. 1988 ; 87 ,

1 , 同, 2. vi. 1978 ; 12 , 13. v i . 1978.
すでに青 、- 県八戸市などの記録があるが, その産
地は極めて局地的で, 同一地域でも, ほんのわずか
距つても見られなくなる場合が多い。 採集品は林内
の陽の当る車地を の様に飛び っていたもので,
ほとんどが で, はわずか1 頭を得たのみである ,
6・ ツシマ.、ツポシタマムシChrysobothrissamu-
「a l OBENBERGER
1 ♀, fn川部大和町赤崩山, 2. vii i988.
従来の記録は東北地方では, 島県いわき市, 原
町市, 宮城県白石市など阿i t、限山地に限られていた
が, 今回初めて奥羽山系から記録されるものである。
現在はこの地が本州における最北の分布地になるが,
将来は恐らくより.iヒの奥羽山系や北上山地よりも記
録されるであろう。
7- ル リ オ オ キ ノ コ ム シ Aulacoch i lns sib i rtcus

REITTER
2頭, 桃生郡桃生町深山, 5. vii i980. 北上山地
の南端部にまで本極の分布が及んでいるとは意外で
あった。

(仙台市, 渡辺 德 )

1一昆の益日 は r i賀 虫 へ番 i_ 」
日本ではじめてできた有頭 虫針! !
1 , 2, 3 , 4 , 5号 (各号100本180円)

l なお, 有頭針00,0号もできました。その他,採集,
, ・ 、 , 、1 標本整理用各種器具も取描fス:. てあります。

〒 150  東京都渋谷区渋谷1 丁日7 - 6
電 話 (03) 409 -6401 (ムシは一ばん)1  振 替 東京 21129

志賀昆虫普及社
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第52 号 (1980年12月)
0奇妙な形をしたゴミムシダマ
シ

Cossyphus-dej)ressus(FABRI-
clus1781) はインド産の標本に
基づいて記破されたゴミムシダ
マシの1 種であるが, 写真に示
した通り体長14mm内外, 大変
変りな形をしていて, ある種
の植物の種子を思わせる。 ネパ
ール, イン ド,  ビルマ, 中国な
どに分布し, 台湾からも記録が

あり, オオカメノココ' ミムシダマシの和名が与えら
れている (三輪, 1931)。  また加藤正世i専士も 「台
湾」産の標本を図示した (分類原色日本 虫図鑑,
9・ 1933)。 しかし, 台湾からの記録はいずれも 「素
木標本」 に基づく誤った記録と考えられる。成虫は
5~7月と9~11 月に出現し, 燈火に来ると云う。

'整者の1 人, 妹尾は1980年5~6月にタイ国北部を
訪れた際に本種を採集したので記録する。

2頭, Thaton (near Fang), N. Thailand, 27.
v. 1980, 妹尾俊男採集。
いずれも橋に付置されている水銀燈に来たもので
ある。 (東京差t大, 妹尾俊男・ 鈴木 亙)

= <連絡・ 報告> -
0昭和56年度より会費値上げ
昭和52年に会費を値上げしてから 4 年間が経過致
しました。 その問, 本会が順調に活動することがで
きましたことは, ひとえに会 話兄姉の心からのご
文援によるものと感1識致しております。
さて, 既にご 知のことと存じますが, 本年より
印刷費が値上げになり, また来年1 月からは郵使料
金の値上げも f,定されております。 そこで, まこと
に不本意ではありますが, 来年度 (昭和56年度) か
らの会費を￥ 2・000に値上げすることを, 過日の
lll-話人会で中し合せました。 会 の管様には話情
ご資察の上, ご「7K下さいます様お願い中し上げま
す。 (世話人一同)
甲虫談話会

会費 (ーカ年) 2000円, 次号は1 月30日発行子定。
投稿メ' 切は12月30日。

発行人 黒沢良彦
発行所 中虫談語会 東京都台東区上野公国
国立科学博物館動物研究部内
電話 : 03(364)2311, 振替 ; 東京0-60664
タツミの昆虫採集器具
ドイツ型標本箱 木製大 ￥ 5,000, 桐合板製

インロー型標本箱中￥1,400, 送科一箱につき都
内及第一地帶 : 3 個以下￥1,400, 4 個以上￥8501
(以下同様), 第2 地帶￥1,400, ￥950, 第3 地帶 l
￥1, 600,￥1,050, 其他, 各種器具, 針などを製作
販売してます。カタログを御請求下さい。 ( ￥140)

タ ツ ミ   製  作  所
〒 113  東京都文京区湯島 2-212-25 '

話 (03) 811 -4547, 振替 6- 113479 _ 1


